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3.7.1表に示す。 

3.7.2 地質調査の計画 

地質調査に当たっては、既施設の経緯を踏まえ、地域特性を考慮して、調査計画を策定

した。 

3.7.3 地質調査実施に当たっての管理体制 

3.7.3.1 実施会社の作業管理体制 

実施会社の作業管理体制としては、地質調査の実施に当り、主任技術者、現場代理

人を置き、主任技術者は調査の総括的技術指導及び管理を、現場代理人は現場作業の

総括・災害防止並びに、環境整備の管理を行った。なお、主任技術者及び現場代理人

は調査着手前に各々の経歴書を当機構へ届出し、当機構はそれを審査し、適任者であ

ることを確認して承認した。 

3.7.3.2 当機構の作業管理体制 

地質調査の実施に際し、当機構の管理体制としては、現場に担当者を置き、地質調

査の作業管理に当たった。作業管理に当たっては、管理担当者が適宜現場作業のパト

ロールを行い施工管理と安全管理を務めるとともに、担当者が現場作業の確認を行い

地質調査の資料の信頼性の確保に努めた。 

3.7.4 作業管理及び指導 

調査会社の選定においては、調査会社は、調査の目的に応じ、その経歴、技術内容等を

配慮して選定した。また、調査会社の指導として、調査会社の調査実施体制及び調査方法

については、業務委託仕様書によって指示するとともに、作業関係者に対しては、調査会

社の責任者によりその周知徹底を図らせた。さらに、調査関係資料の取扱い、調査会社の

調査関係資料の提出、保管等については、取扱いを厳正にするよう留意させた。 

3.7.5 地質調査結果の評価・取りまとめ 

地質調査終了後、諸資料については社外の学識経験者、研究機関等の助言を得て検討

し、十分な評価を経て取りまとめを行った。 

3.8 改良地盤の品質確認 

基礎地盤の安定性評価に用いる改良地盤については、施工において改良地盤の品質確認を以

下のとおり実施する。 

主冷却機建物のすべり安全率の評価において改良地盤の範囲及び強度を設定し、基礎地盤の

安定性評価を実施していることから、改良地盤の品質管理では、改良地盤の範囲及び強度が基

準値を満足することを確認する。改良地盤の範囲を第3.6.3図(4)に、改良地盤の確認項目及び

基準値を第3.8.1表に示す。 

地盤改良の工法は、深層混合処理工法（高圧噴射撹拌工法）とし、品質確認準拠基準は高圧
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噴射撹拌工法の品質管理に係る詳細な記載がされている「建築物のための改良地盤の設計及び

品質管理指針」（2018）(124)を適用する。なお、その他の基準(125)～(128)についても適宜参考と

する。 

品質確認試験の頻度は、各基準の目安を満足するように設定する。改良地盤の試験頻度を第

3.8.2表に示す。 
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